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2020年シンポジウム :「Japanese Nurse Practitioner（JNP）の先進的イノベーション
–医師と考えるJNPの更なる活動–」
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要 旨 高齢社会では，従来の病院医療の主体であった治療医学のみでは対処困難な患者は数
多く，入院関連機能障害に適切に対処するために患者機能に焦点を当てた病院医療の

再設計が求められている．看護師のバックグラウンドを持ち，診療行為に参画可能な診療看護師
（JNP）は，次の 4 要素の能力を発揮することで入院中の生活能力低下にもっとも上手く対処で
きる．すなわち，入院時および在院期間を通じて患者の機能を評価する-Assessment，入院中の
患者の身体活動を促し推進する-Promotion，機能回復を阻害する合併症や病院での患者の自立を
阻害する手順を避ける-Avoiding，患者機能を補完する有効な支援をともなった退院計画を策定
する-Planning，である．それらの能力を系統的に体得し実践するシステムを構築することが，
JNPの特性を活かすイノベーションになる．

キーワード　入院関連機能障害，病院医療の再設計

急性期病院における入院医療の現状

　東京医療センターは，筆者が所属する総合内科以
外に各領域の臓器別専門診療科， 3 次救急に対応す
る救命センターを有し，地域医療体制では高度急性
期病院と位置付けられている．しかし，高齢社会を
反映し，救急経由も含め高齢者の入院は多く，総合
内科では65歳以上が常時80％以上を占めている．最
多の年代は80代であり，90代もかなり多い．その結
果，急性期治療が奏功し重篤な状態から離脱，疾患
の生物医学的課題が解決しても患者が退院できない
状況が頻発している．なぜなら，せん妄，嚥下機能
障害，廃用等が進み，日常生活能力の低下への対処，
療養介護体制の見直しが必要となるからである．こ

のような状況では多職種の関わりは不可欠であり，
専従看護師による退院支援や医療ソーシャルワー
カー（MSW）介入の件数は年々増加している．
　退院支援とMSW介入事例が総合内科退院総数に
占める割合も，2017年30.7％，2018年37.8％，2019
年が46.1％であり，介入率の上昇も著しい（図 1 ）．
急性期病院における入院医療のひとまずの「ゴール」
は「退院」ということができるが，疾患の治療や病
態の改善だけでは「ゴール」に到達しない患者が多
数存在し，それに対応しなければならないのが急性
期病院の現実である．
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